
登校・下校中に地震発生！

まずはガラスやブロック塀… 上や横からのものに注意
べい うえ よこ ちゅうい

ゆれによって 上 から落ちてくるものや，自分の方 向に向かって 倒 れてくるものがない
うえ お じぶん ほうこう む たお

か，あたりを見回して注 意します。落ちてくると予想されるのは電線，家の屋根
みわた ちゅうい お よそう でんせん いえ や ね

瓦 ，割れたガラスなどです。自分の背より 高 い位置にあるブロック塀や家の
がわら わ じぶん せ たか い ち べい いえ

壁にも注 意が必 要です。
かべ ちゅうい ひつよう

また「 倒 れるわけがない」とみなさんが 思 いこんでいるのが自動販売機や電 柱で
たお おも じ ど う は ん ば い き でんちゆう

す。 車 も大きな揺れで移動してくる場合があります。 倒 れてくる，移動してくる危 険 性
くるま ゆ いどう ばあい たお いどう きけんせい

があることを 覚 えておいて，そばを 離 れるようにしましょう。
おぼ はな

次に自分の 頭 を守ること
つぎ じ ぶ ん あたま まも

持っているものや背負っているもので 頭 を 守 りましょう。
も せ お あたま まも

和歌山県教育委員会の「学校における防災教育・安全指針」（平成２６年３月）で

は，災害発生時における小学校での目標が明記されています。

■低学年（１・２年生）の目標

災害に関心をもち，災害発生時に近くの大人に連絡したり，一緒に避難してもらえ

るよう声をかけるなど，適切な行動ができるようにする。

■中学年（３・４年生）の目標

災害について基本的な理解ができ，自ら安全な行動ができるようにするとともに，

周囲の人と協力して危険を回避できるようにする。

■高学年（５・６年生）の目標

災害の危険を理解し，自ら安全な行動ができるようにするとともに，自分の安全だ

けでなく他の人々の安全にも気配りができるようにする。また，「自助」と「共助」

の意味や大切さを理解できるようにする。

そして

■１・２年生は，近 くの大人などに声をかけ，助 けてもらうようにお願いをしましょう。
ねんせい ちか おとな こえ たす ねが

■３・４年生は，まずは自分の 命 を守るようにし， 周 りの 人 や様子を見ながら一緒
ねんせい じ ぶ ん いのち まも まわ ひと ようす み いっしょ

に動きましょう。
うご

■５・６年生は，自分の 命 とともに他の小さい子たちのことも 考 えて行動しま
ねんせい じぶん いのち ほか ちい こ かんが こうどう

しょう。

お家の方へ…

日頃から安全な場所を，親子でチェックしておいてはどうでしょうか。

たとえば歩いているときに，「今地震がきたらどうする？」などとお子様に語りかけ，避難場所を一緒に

確認します。家と学校間の距離がそう離れていない場合は，「ここまできたときに地震が起きたら家（学校）

に避難してね」など，避難場所の区切りを教えてあげるのも分かりやすいかと思います。登下校中，どの場

所にいても一人で判断できるように訓練しておくと，お子様自身も安心できるはずです。
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さて，今回は地震のお話だけではありません。

四箇郷小学校では，地震と津波を想定した

訓練を１１月１日（水）１０：００より行い

ます。当日は，全市一斉に緊急地震速報の試

験放送があり，それに合わせて訓練を行いま

す。

また別の日に，弾道ミサイル落下時を想定

した訓練も予定しています。その際，登校・

下校時に起こったときの行動についても話を

します。

学校であろうと家であろうと，まわりに大

人がいようといまいと，それが地震であろう

となかろうと，とにかく自分の命は自分で守

るという意識を高めておく必要があります。

つまり，お子様自身の判断力や行動が大切で，

そのポイントとなるのがやはり，

■１・２年生は，近くの大人などに声をかけ，

助けてもらうようにお願いをしましょう。

■３・４年生は，まずは自分の命を守るように

し，周りの人や様子を見ながら一緒に動きま

しょう。

■５・６年生は，自分の命とともに他の小さい

子たちのことも考えて行動しましょう。

―このことではないでしょうか。


